
‘
●

〓
■

Japan
drninton
rnpionships
etワ66

1

F 「
―

Ｆ
Ｆ
Ｆ

1

『
１
１
■
一

」

)
□□

Ｉ

Ｌ

「
ｄ
「

■
■
■
ロ
ロ
〓
‥
‥
ｌ
ｌ

」

」

Ｅ

′
′

|

“
"燿



銀座店

ロ
ロ
ロ
中

名古屋店

口

田

ロ

ロ

田

口

一

口

・

ロ

ロ

ロ

ロ

ロ

上野店

口 ‐‖●

大阪店

C'列
′ J

お坂屋

明

る

い
豊

か
な

暮
し
を

お
届
け
す
る

み
な
さ
ま
の
マ
ツ
ザ
カ
ャ

ヽ`  
｀

上野・銀座・静岡・名古屋・大阪

静岡店

一―
，



昭 和 41年 度

全 日本 総 合

●
・
●

●

.|

バ ドミン トン

選 手 権 大 会

も

11月 16日 =21日

東京 。世田谷区立体育館

国立競技場代々木第二体育館

主催 。日本バ ドミントン協会

ヽ

ヽ

特

ヽ
鬱

ノ′



～4==目 次 =一
一 一 一 一 ―

====一 ==一
一 一

=一
一

―

日本バドミントン協会会長挨拶
り
０

大 会 役 員 名

競 技 役 員 名

大 会 サ1贋 序

5

バ ドミン トンの歴史

バ ドミン トンの見方
０
０

′

9

11

・37´、́58

イン ド不シヤ

イン ドネシア

競 技 規 則抜率 15

出 場 選 手 一覧 17, 19

トマス ●カップ,ュ ーバー ●カップ………21～ 25

会場宿舎案内図 ……………………………………………26～ 28

協賛 団体 列記 ・30～ 32

日本バ ドミントン協会20年史

招待外国選手 ル デ ィ ・ ニ ォ (RUDI N10)

トト・ ハナフ ィア (TOTO HANAPIAH)



日本バ ドミントン協会

会長 本 田 弘 敏

挨    拶

会 長 挨 拶

このたび昭和41年度全日本総合パ ドミントン選

手権大会が,こ こ東京都において開催いたします

ことは私の深くよろこびとするところであ りま

す。

本年は日本バ ドミントン協会が昭和21年に結成

されて以来20年 目を迎える年でもあり誠に意義深

い大会でもあります。

ご存知の通り,本年 6月 ニュージーランドにお

いて開催された第 4回世界女子バ ドミントン選手

権 (ユ ーバー杯)大会で常勝アメリカを下して待

望の世界征覇を達成致しましたが.更に男子にお

いても第 7回世界男子パ ドミントン選手権 (ト マ

ス杯)大会のオース トラレイシアン・ ゾーンの代

表となり,その宿望を果すべくいっそうの精進を

重ねております。

この様な時機に外国より招待致しました優秀選

手を交え本大会が開催されますことは参加選手諸

君のよき励みとなり,本大会を盛 りたててくれる

ものと信じます。どうか公正明朗なスポーツマン

精神にのっとり日頃鍛練された力を余すところな

く発揮されんことを切に念願致す次第 であ りま

す。

終りに本大会を開催するための多大のご尽力と

ご協力を寄せられた関係者各位に心から感謝の意

を表してあいさつといたします。

口

"「レ●ヽ |●い

■いヽ ・́
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一 大 会 順 序

第 1日 (11月 16日 )

開  会  式

(1)開 会 宣 言

(2)会 長 挨 拶

午後 5時   司会 伊沢 二郎

日本バ ドミントン協会理事長

森友徳兵衛

日本パ ドミントン協会会長

本田 弘敏

(3)

(4)

(5)

第 2日

第 3日

第 4日

第 5日

閉

(1)

(2)

(3)

(1)

(5)

優 勝 杯 返 還

選 手 宣 誓

審 判長の注意

(11月 18日 )

(11 月 19 EI)

(11月 20日 )

(11 月 21 1ヨ )

会  式

役員選手整列

開式の ことば

成 績 発 表

賞状優勝杯授与

会 長 挨 拶

競 技 開 始

競 技 開 始

競 技 開 始

競 技 開 始

審判長 内藤 安雄

10時

10時

12時

12時

(6)閉 会 宣 言

(7)閉 式の ことば

引続き20周年記念式典

日本バ ドミントン協会会長

本田 弘敏

-9-

午後 6時 30分
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バ ドミン トンの

歴史及び我国バ

ドミン トン界の

現状

/{Fi>1.>@Ee-

昔.イ ン ドのボンペイ州′―ナ (P∞na)で発生した この ダームは,

駐在の英国十官によって1873年頃英国に伝わり,グロムスター州(Glou‐

cter shi“ )のパ ドミントン村で本格的な競技となった。
パ ドミントンと

いう名称はその地名をとって名付けられたものである。

パ ドミントンの国際連盟 (略称 IBF)は 'ン ドンに本部を持ち1934

年創設で,現在
"力
国の加盟国で成立している。日本バ ドミントン協会

(略称NBA)は 昭和27年 (1952年)に IBFに加盟している。 IBF

はパ ドミントンに関する最高の統轄団体である。

パ ドミン トンは,テ ニス, 卓球等と共にオリンピック種 目にはなって

いないが,ア ジア競技大会種目になっている。各国で夫々個人選手権大

会を開いているが,中でも本年で第
“

回を迎ぇた全英パ ドミントン選手

権大会 〔ウエンブレー・WEMBLEY〕 は 個人の世界選手権とみなされ

ていることは,テ ニ
^の
ウインブル トンと同様である。特に今回は, 11

本パ ドミントン協会より派遣した秋山真男選手が準優勝した事
は耳に新

しい。またアジア地域ではアジア選手権大会を開催して
いる。日本での

歴史は新しい競技と思われて ヽヽ る割合に, その伝来は古 く, 大正初期

(1910年代)には用具が渡来している事からも判明している。

ラインを引いてプレーが行われるようになったのは昭和 5年(1932午 )

頃のことで,横浜や神戸等の外国人と親密な地域にこれを見ることが出

来る昭和10年頃には横浜YMCA体 育部が中心でクラブが出来て,外人

クラブとの対戦が記録されている。

昭和14年 (1939年)から大学生のプレーヤーが生れ,17年 (1942年 )

に慶応義塾大学で初めての学生のみによる
パ ドミントン部が生れた。

日本バ ドミントン協会 (NBA)は 昭和21年 (1946)創設され,23年

(1948)に 日本体育協会に加盟し,現在46都道府県バ ドミントン協会お

よび沖縄パ ドミントン協会の47支部を持ち, これを10 プ
ロックに分け

て掌理している。また全国連盟として,全 日本学生パ ドミントン連服,

日本実業団バ ドミントン連盟, 日本教職員パ ドミントン連糧を持って,

職域別に横の連絡が形成され,選手の登録数も10,(XЮ人を数えている。

この他関連団体として,全国高等学校体育連盟バ ドミントン部がある。

NBA主 催の年次大会は全日本綜合 (個人), 全日本 実業団 (団体・個

人),全 日本学生 (団体・個人), 全日本教職員 (個人), 全国高校 (団

体・個人),全 日本社会人 (個人)の 各選手権大会のほか, 国民体育大

会パ ドミントン競技会の 7大会である。
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バ ドミントン

競技の見方

バ ドミン トンの見方―==―

バ ドミントンについては,た またま追羽根との連想から軟弱な競技の

ように思われて来たが,最近においてはラタットを持つ人も多くなり,

競技を見る人も増えて来た関係から,かなり, この競技がダイナミック

な Hつデリケイ トな, また,強い脚力と筋力,内蔵を必要とするもので

あることが知られて来た。しかしその反面, リクリエーションとして空

地で打ち合 う面白さも老幼男女を問わず非常に楽しいものがある事も次

第に普及されている。これは全 くキャッチボールそのものと,野球とい

う一つのダームとの差に等しいものであろう。

バ ドミントンの競技においては,自分がいかに上から打ち, またその

ためにもいかに対手に下から打上げさせるかという原則につきるのであ

る。そのため,サ ーブルのみは制限があり,必ずゥエス トの線から下で

シャトル (羽)を打たなければならない規則が設けられている。また,

5唄 (1.52m)の高さのネットは,合理的に作られているので,′ ッヽク

バウンダリーラインに垂直に落ちて来る羽を鋭角に打込むには 3m以上

の身長が必要とされることであろう。ネットの高さ
コートの広さは極め

て,合理的に作られていることが判る。ス トロークの種類にはいくつか

の
`←

がつけられている主なものは次のとおりである。高 く深 く打
つハク

イリヤー (テ ニスのロビング),スマッシェ, ドロップシ ヨツト, ネッ

トの攻め合いネットス トローク (ヘヤピンやクロスシ ョツト)真直ぐ早

く打つ ドライブ,野球のスライダーのようなメライス・ ショット, とり

分けネットに当ってつたわる様なプレーが繊細に応酬されるとき
は,^

リルさえ感じるのである。対手の弱点を攻め,対手の体力を消耗させる

ために逆モーシ ョンの連続技が展開されるとき, また追込まれて窮地か

ら素晴しい背筋力のパネを利かせてのスマッシュや,スマッシュと見せ

ての ドロップショットが,ネ ットすれすれに決った時などは本当にバ ド

ミントンの醍醐味を味えるのであって,敵 も味方も拍手を惜しまないも

のである。

バ ドミントンはシャトルが対手のラケットに触れた瞬間に移動が開始

されなければならない。

何十分の一秒の差の競技なので,選手は極めてナーバ^で
ある。喚声

は勿論, ざわめきや写真電光などは円滑な競技の大きな妨げ
になり,イ

ニングの間の主審のコールが届かない様な状態ではダ
ームをおこなうこ

とが出来ないのであるから,競技を正しく見る観客の立場としてはこの

ことを充分留意することが必要である。また, ミスに対して手を叩 く
よ

うな事も避けなければならない。正式の競技会は暗幕で天然光線
を遮っ

て.密閉した競技場で風を絶対に入れないようにして,人工光線で行わ

れるのである。元来が英国発生の競技であるので,選手間においても対

手に対して礼を失するようなことがあってはならな
いのである。



土 木 建 築 設 計 施 工

株 式

会 祗

ヒ
し
ヽ

ム
ロ
ハ 谷 組

会  長 牧  IH 甚

取締役社長 熊  谷  太 三 郎

本   社 東 京 都 新 宿 区 筑 上 八 幡 町 22番 地

電  話  東 京 (260)2111(大 代表 )

支   店 札幌・仙台・北関束 。東京土木 。東京建築 。

名古屋 。大阪 。広島 。四国 。福岡
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競 技 規 則 の 抜 華  ――一

競技規則 (抜率 )

個々の試合については喘 複 (混合)の 2種類が

あり,何れも1試合 (マ ッチ)は 3ダームで, 1ゲ

ームは15ポ イント (女子単は11ポ イント), 2ダ ー

ムを取れば勝つ事になる。(セ ットという言葉はな

い)。

サープした方 (イ ンサイ ド)が勝った時は 1ポイ

ンを与えられるが, レシープ側 (ア ウトサイ ド)が

勝った時は得点は変らず,サービスオーパーとなっ

て,ァ ゥトサイ ドがインサイドとなる。但しダブル

スの第 2イ ニングからはパートナーが次ぎのサービ

スをおこなうので 2度のフォル トによってサービス

ォーバーとなる。主審は必らずインサイ ドの得点か

らコールするからこの場合例えば 2-0の コールは

サ_ビスォーパー, 0-2と なるのである。

パ ドミントンには,ジ ュースはないが,セ ッティ

ングがおこなわれる。これは各ゲームの中で13対13

或いは,14対14になった時,追いつかれたサイ ドが

(必らずレシーパーである)。 セッティングをする権

利を持つ, この時はカウントを一旦, 0-1に し,

5点 (13オ ールの時)あ るいは 3点(14オ ールの時)

ゲームとなって勝負する。セッティングのアダイン

はない。試合結果は例えば18対15,あるいは17対14

とされる。(女子単のセッティングは 10オ ールの時

2点, 9ォ ールの時 3点 )。

フォル ト (反則)の種類を挙げると

1.ラ インクロス

サープまたはレシープの時にラインをふんだり

またいたりした時 (複のパートナーは か まわ な

いつ

2.フ ット・フォル ト

サープの時足がズンたり,浮いたりした時 (一

部分でもついておればよい)。

&ォ ーバーウェス ト・オーバーハン ト

サープが腰から上で打たれたり,サープを打っ

た時にラケットの頭が手より上に出た時。

3.ア ウ ト

シャトルが対手のコートに入らなかった時 (サ

ービ
^の
時はサービス・ コート)但し,対手が打

てば入ったとみなされる。

5.ダブルタッチ, トリブル等

シャトルがプレーヤーの身体にふれたり,一人

一人が三度打ったり,続いてパートナーが打った

り,ホ ールディングした時。

6.オーバーネット,タ ッチ・ネット,オーバーゾ

ーン,イ ンタフェア等

ラケットや身体がネットにふれたり対手側に入

ったり,対手を妨害した時,以上は何れもフォル

トとなり,主審が裁定する。但し,サープ 。レシ

ープについてはサービスジヤジ, ラインのイン・

アウトは担当のラインズマンが裁定を委ねられて

いる。この他,息切れや,疲労回復するため,プ

ンーをぐずぐずさせることを禁止してあり, コー

トを離れるとききびしく注意されるから,タ オル

は小さいものを身につけ,代 りのラケットなどは

コー トサイドに置 くことになっている。規則上の

質問や提訴については名誉審判長が最終決定をお

こなった権限を持ち, このオーナリーレフェリー

については参加国の承認を必要とするのである。
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―名    簿

昭和41年度全日本総合大会出場有資格者名簿

司

司

一

三

男

一

司

一

一

六

男

徳

子

子

子

子

子

江

津

子

子

美

子

代

子

子

子

枝

子

子

子

子

久

　

　

　

枝

　

　

　

　

ウ

　

　

、ミ

　

　

み

武

武

悠

恵

真

紘

武

栄

悠

十

喜

良

好

泰

美

奉

妙

淑

志

ヨ
幸

明

ユ

初

順

と

良

光

歌

京

柳

弘

沢

永

良

崎

山

竹

沢

　

良

上

谷

田

脇

川

川

橋

脇

刀

尾

キ

辺

野

谷

田

田

本

田

月

林

野

木

塚

玉

　

　

賀

安

宮

吉

岡

秋

大

安

堺

吉

田

森

吉

才

細

中

高

才

功

松

児

渡

上

加

武

粂

有

杉

望

小

上

鈴

大

●社 会
≪ |ザj千 中≫

≪男子夜≫

≪女子
`|●

≫

≪女子複≫

≪混 合≫

トモ子 ・

男

憲

一

一

三

字

憲

司

博

春

男

郎

枝

江

子

美

核

子

リ

ミ

一
　

　

　

　

　

み

お

真

善

栄

紘

息

　

善

武

　

幸

忠

征

光

淑

順

明

光

と

か

フ

男

平

司

力

誠

司

雄

一
隆

平

昭

三

学

春

匡

真

一
武

　

一
武

好

紘

　

一
義

恵

　

幸

山

島

永

田

　

水

宮

竹

村

島

条

崎

部

本

方

本

秋

小

宮

沢

関

宮

小

大

伊

小

東

岡

阿

鈴

北

子

子

子

憲

雄

博

三

治

男

広

彦

枝

順

美

弘

善

忠

　

息

啓

和

　

敏

子

子

子

子

子

子

子

子

子

江

子

子

美

子

子

昭

憲

男

之

司

博

子

も

　

　

　

　

　

　

　

　

も

満

と

紀

和

泰

紀

満

と

泰

淑

美

文

栄

順

光

義

善

忠

博

祐

　

文

山

橋

木

藤

内

木

山

橋

内

刀

恵

山

山

野

Ｈ

条

垣

野

野

木

田

山

横

高

高

後

竹

高

横

高

竹

功

硲

秋

米

中

鎌

東

板

星

盛

鈴

杉

私

山

垣

　

竹

崎

部

垣

永

田

木

野

口

藤

刀

田

野

藤

木

井

木

際

田

川

塚

垣

野

田

崎

藤

政

々

人

秋

板

堺

大

岡

阿

板

宮

杉

鈴

星

山

近

功

粂

上

近

有

永

佐

山

粂

中

大

板

星

杉

岡

遠

杉

憲

征

昭

一
司

一
憲

司

光

征

一

男

一

カ

男

子

子

江

子

子

江

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

春

み

　

　

美
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善

一

義

紘

武

栄

善

武

富

一
悠

真

紘

　

和

和

文

博

奉

妙

博

文

和

妙

和

雅

と

泰

慧

恵

文

順

と

和

奉

良

幸

垣

野

条

部

沢

　

垣

沢

村

野

良

山

部

田

回

崎

井

野

橋

崎

野

井

藤

崎

崎

賀

木

内

川

田

井

田

木

村

橋

田

木

谷

板

西

東

渡

安

堺

板

安

中

西

吉

秋

渡

沢

村

宮

横

天

高

石

天

横

後

石

宮

虫

有

竹

長

鎌

横

粂

有

河

高

杉

鈴

●全 日

《場子学≫

≪男子複≫

≪女子単≫

≪女子複≫

《混 合≫ 喜多川

長谷‖|
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自動車の修理販売は安心しておまかせ下さい

五味自動車工業株式会社

東京都中央区宝町三丁目二番地

電話 東京 (561)9376番 (代表)

TOY0

信 頼 に こた える

ル‐g"ワイヤ
東京都千代田区神田小川町 2丁 目5番地

神田三和ビル 電話東京大代表292-1251

大阪市西区江戸堀上 通 り2丁 目 5番 地

電 話 大 阪 大代表 441-8801
本  社
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隆

二

治

方

康

宏

水

中

藤

清

田

尾

勝

男

弘
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吉

宅

村
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大
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剛

男

一
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敏
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忠
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建

裕

田
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平

　

日

本

野

木

川

笹

大

原

杉

柳

牧

鈴

隆

良

也

匡

明

勝

二

博

方

茂

和

　

輝

　

康

水

田

坂

方

岡

宅

中

田

清

杉

保

北

片

三

田

杉

江

子

子

子

博

和

美

義

野

沢

富

地

天

前

谷

菊

枝

江

子

子

光

真

泰

本

藤

井

田

子

一

■

一

尾

国

杉
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校
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高 橋
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《女子単≫

≪混 合≫
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村
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紀
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沢

高

前

司

男

六
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八
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彦

武

和

十

真

平

俊

安
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沢

政

上

藤

橋

武
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安

杉

田
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本
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中
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憲
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三
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善
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宮
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児

叶
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小
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長
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橋
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橋
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川

島
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幹

フ
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木

藤
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遠

岡

間
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山
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小
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《混 合≫

●教 職 員
≪男子単≫
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バ ドミントンの気品

CMの風格 ｀ヽ
・ ヽ

水鳥シャ トル コックなら

アジアの消費を一手に申し受けます

世界無類のステップ付
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トマス・カツプとユーバー・カツプ
~―===ニ

1.27. fi r-/

トマス ヵップ

バ ドミン トンの世界選手権は,男女何れ も国別
の団体戦のみであって, 1年のずれがあるが,そ
れそれ 3年毎に開催 されている。男子は IBF初
代会長 (1934～ 35)の ジ ョージ・ トマス'1ll(SIR
CEORGE THOMAS,BR.)が カップを寄 ;1曽 され ,

トマス ●カップ争奪世界男子パ ドミン トン選手権

大会 (ト マス杯大会)と 称している。
(参 考)

開催年 参力|1国 優勝国 場
"i 
鱗鶴夢島

第1回 1∝9年  10ケ国 マ ラ ヤ プレストン デンマーク

第2回 1%2年  12ケ国 マ ラ ヤ κ
ンガボ~ アメ リカ

第3回 1%5年  21ケ国 マ ラ ヤ イ
ンガポー デンマーク

トマ
^杯
は世界を米

κ
ンガポ~ マ ラ ヤ

ジャカルタ タ   イ

東   京 デンマーク

亜・ 濠 の 4ゾーンに

分け,それそれのゾーン優勝国と選手権保持国が

挑戦試合開催地に集 り,先ずインター・ ゾーン戦
を トーナメントでおこなって,挑戦国を定め, 2
日間の休日の後,チ ャレンジラウンドをおこなっ

て新たな金カップの名誉ある所有者を定めるので

ある。参加国は,どのゾーンに参加しても自由で

あるので,最 も強い 4カ 国が出場可能のシステム

になっている。

日本は第二回大会から参加し,前回第六回大会
はアメリカ・ プーンに参加決勝でアメリカ7-2
をで降し.初のプニン代表となり,1964年 5月 の

ューバー・力,プ

東京に於るチャレンジラウンドに出場し,世界 5

位に入った。そして今回第七国大会にはオース ト

ラレインアン・ ゾーンに出場し,1966年 8月 17日

に東京を出発,ニ ュージーランド,オ ー^ト
ラリ

アをそれそれ 9-0, と完勝, 2度日のプーン代
表となり,明年行なわれるチャレンジラウンドの

出場権を獲得した。

この試合方法は予選から戦挑試合まで同じ方法

であることはもちろんである。一対抗戦について

の選手は 4名以上 6名以内, 5単 4複の 9試合を

2日 間に分けておこなうのである。第1日 はN()1

同志,No.2同志の単と, No■ 同志, No.2同志
の複をおこない,第 2日 にN。 l N02の 単,No
2対Nolの単, N()3同 志の単,お よび No■ 対
N02の複,N02対 No■ の複をおこなって勝点
の多い国が勝ち進むのである。

第4回 19“年 19ケ国

第 5回 1961年  19ケ 国

第 6回 19“年 %ケ 国

ド

ヤ

ド

ヤ

ド

ア

．
を
＾

ノ
ン
ン
シ
ン
シ
““

イ

ネ

イ

ネ

イ

ネ

ja-lr - . )J v7'

ューバー・ カップもトマス ●カップ同様のシス

テムであるが,試合方法は 7試合 を お こなって

No.1同志,No.2同志,No 3同志の単,No■ 同

志,No2同 志の複,お よびNo■ 対No.2,No.2
対No■ の複を 1日 の中に おこなってし まうこと

になっている。
ューパー夫人(MRs.H.S.UBER)の 杯 (ユ ー
パー・ ヵップ)が出ていて,ア メリカが第 1回大

会以来 3連覇していたが,第 4国大会 (1966年於
ニュージーラン ド)に初参加した日本が常勝アメ

リカを降して世界の王座に着いたのは, まだ記憶

に新しいことである。
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監 督

内 藤 安 雄

神奈川・明大出,協会常務理

事

- 
f.?7. . h'yaA-L:''

ェ  将

堺    栄

東京・早大出,河崎ラケット

エ業株式会社

40年度全日本ランキング

複 1位

“"‐

選 手

菖 永 武 司
コーチ

村  山

東京・明大出

幸 雄

協会事務局長

東京・慶大出,明治生命保険

|11互会社

10年度全日本ランキング

単5位 ,複 1位

ユーバー・カップチーム

イ子監 督

小 宮 淳 宏

神奈川・慶大出,日 本パ ドミ

ントン協会常務理事

コーチ

福 井 正 康

東京・早大出,日 本パドミン

トン協会指導委員

岐阜・ 日女体人出

40年度今日木ランキング

単 5位 ,複 1位

主

一昌 十́

選 手

横 山 満 子

秋田・敬愛学関高出

40年度今日本ランキング

単 1位,複 2{`
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トマスカップ・チーム

選 手

板 垣 善 憲

愛知・立大出. トヨタ自動車

工業株式会社

40年度今日本ランキング

`,12′
上.複 2位

選 ■

安 沢 武 司

ヨ動車

|:業株式会社

40年度全日本ラレ

“

t10位 .複 3仕

東京 。中大出.株式会社米山

製作所

40年度全日本ランキング

単 1位 .複 7位

選 手

」ヽ 島 平

束オ・中大

40年度全日本ランキング

単 3位 .複 5位

ユーバー・カップチーム

選 手 選 手

後 藤 和 子

新潟・新潟中央高出

40年度全日本ランキング

単 7位 ,複 3位

手

横 井 文 子

， 港

橋 とも r

選 手

秋 lll 真 りl

東京・ 口女体大

40年度全日本ランキング

単 3位 ,複 3位

選 手

天 野 博 江

岐阜・ 日女体大出

40年度全日本ランキング

単6位 ,複 1位
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第 3回 (1954年～1955年 )

対 香港 (香港)
団 長

監 督

主 将

選 手

第 4回 (1957年 ～1958年 )

第 6回 (1963年～19“年 )

対 メキンコ (メ キンコ市)

第 4回 (1965年～1966年 )

対 タイ (ハイデラバード市)

対 インドネシア (ナ ピア市)

対 イングランド (オ ークランド市)

対 アメリカ (ウ エリントン市)

監 督  」ヽ 宮 淳 宏 (慶大出)
コーチ  福 井 正 康 (早大出)

主 将  高 :木 紀 子 (避癸在
子体育
)

過去の トマス杯チーム ====―

対 カ ナ ダ (バンクーバー市)

対 アメリカ (ビ クトリア市)

対 タ  イ (東京都)

市 (立大出)

朗 (立大出)

一 (立大出)

雄 (立大出)

― (早大出)

憲 (立大出)

司 (慶大出)

第 7回 (1966年～1967年 )

対 ニュージーランド (ダニデン11')

対 オー
^ト
ラリア (アデレード市)

雄 (明大出)

雄 (明大出)

― (早大出)

憲 (立大出)

司 (慶大出)

男 (中大出)

il(立大出)

平 (中大)

選  手 博 江
フミ子

満 子

和 子

とも子

(        ″         )

(書通寺―商出)

0愛商出)
〈新潟中央高出)

′日本女子体ヽ
,ヽ,          ′

昇

芳

栄

好

栄

善

武

端

藤

井

宮

　

垣

永

川

佐

永

小

堺

板

宮

安

幸

栄

善

武

真

武

一

藤

山

　

垣

永

山

沢

島

内

村

堺

板

宮

秋

安

小

将

手

主
　
選

昇

基

芳

　

　

兼

栄

瑞

藤

藤

川

石

井

川

伊

佐

越

片

永

将

手

主
　
退

三

清

明

博

朗

徳

弘

雄

賢

　

道

　

芳

一

益

文

田

口

　

田

藤

出

出

月

角

川

岡

杉

佐

武

上

望

(日 体専卒)

(同大卒)

(慶大)

(横浜国大)

(立大)

(関学大)

(同大)

(立大)

督監

コ ー チ

将
　
手

主
　
選

lJ + 1 ,, '/ (.1 - :/ nlli)
監 督

コーチ

市 (立大出)

記 (   )

朗 (立大出)

啓 (慶大)

敏 (立大)

一 (立大)

監 督

コーチ

野

井

山

藤

橋

天

横

横

後

高
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大 会 第 1会 場

|IL I‖ 谷区立総合運動場体育館

所在地=世田谷区大蔵町 183番地

電話=417-42%～ 8

交 電 所
在

通 話 地

交通=東急・小川急′(ス ,N ll K総合技術研究所前下中
‐

‐一F'‐ご‐ミ豪

し
■
．４

一

．
一‐・‐ざ

■ ― ■

" _._,
■■   ~|徒歩10分

(渋谷一成城学園・向丘遊園・調布/成城学劇一回園調

布)

東急・小田急バス,区,総合運動場前下車 徒歩 1分
(成城学回一泉会) R
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会場附近地図一二一=
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====第 1会‐場 平 面 図

● 1階 平 面 図

―第 2会 場 平 面 図
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祝

昭 禾口 41 年 度

綜合,全 日本バ ドミントン選手権大会

YMミ セ キ ネ ッ ト

第 1国以来検定合格,本大会使用ネット

いつ も安心 して使用出来るネットです

是非御愛用下さい

埼 玉 県 幸 手 町

ミ セ キ ネ ッ ト製 作 所

TEL 04804 2(幸 手)379
カタログ御申込次第御送りします

富

お

量
一
　
て

ヨ
ヽ
　
　
´

Ｆ
′
　
　
―

器

示

房

展

暖 |

h  ■■  ト́
ツ  よ   9

一 す ぐ れ た 新 製 品 が

安 価 で 選 べ ま す一―

片 岡 電 機 株 式 会 社

東 京 都 港 区 芝 2丁 目 4番 16号

TEL(451)7395, 7469
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日本バ ドミントン協会

創 設 20周 年

聰

大 倉 商 事 株 式 会 社

日 立 金 属 工 業 株 式 会 社

光 陽 産 業

石 橋 鋼 産

三 興 電 気

第 一 建 興

東  京  竹

神鋼商事株式会社

礼

社

社

社

社

エ ン ゼ ル瓦 斯 器 具 株 式 会 社

金   門   製   作   所
株 式 会 社 尾 崎 製 作 所

株 式 会 社 銭 高 組 東 京 支 店

株 式 会 社 日 立 製 作 所

日 本 瓦 斯 工 業 株 式 会 社

岡谷鋼機株式会社 東 京 支 店
梅 岡 己 之 吉 商 店

株 式 会 社 木 村 製 作 所

株 式 会 社 増   llI  組
東 京 多 田 ガス 器 具 株 式 会 社

株 式 会 社 渡   辺   組
日 本 建 設 工 業 株 式 会 社

伊 藤 建 設 株 式 会 社

東 横 工 業 株 式 会 社

東 洋 量 器 製 作 所

新 菱 交

玉 田 実

株 式 会 社

二 葉 工

片 貝 印

山 本 工

株 式 会 社

会 社
イヽ|  ネL

商  店
会  ネl:

ビヽ|  ネ11

会 社
作 所

興 文 堂 印 刷 株 式 会 社

早 川 運 送 株 式 会 社

東 和 鉄 道 株 式 会 社

大阪電気暖房株式会社 東京支店

祝
国 産 工 業 株 式 会

会

会

式

式

株

株

業

興

工
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イ カ リ エ 業 株 式 会 社

西 1[|ゴ ム 株 式 会 社

東 邦 海 陸 運 輸 株 式 会 社

中 九 産 業 運 輸 合 資 会 社

合 名 会 社 泉      組

北 英 熱 器 株 式 会 社

ェ パ ホ ッ トエ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 富 士 ポ ー リ ン グ

株 式 会 社 戸 井 田 製 作 所

ト キ ヮ エ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 江 口 木 工 所

株 式 会 社 大 熊 商 会

日 東 通 運 株 式 会 社

日 之 出 パ ル ブ製 造 株 式 会 社

株 式 会 社 東 泉 製 作 所

検 |‖ 鉄 工 株 式 会 社

江 戸 川 計 器 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 赤 原 鉄 工 所

株 式 会 社 旭 工 務 所

泰 信 電 気 株 式 会 社

千 代 IΠ 電 興 株 式 会 社

増    田    組

西 川 計 測 株 式 会 社

株 式 会 社 中 村 鉄 工 所

鶴 見 建 設 興 業 合 資 会 社

株 式 会 社 山   形   組

成 田 鉄 工 株 式 会 社

三  菱  商  事

北        炭

東            燃

東 洋 棉 花

極 東 商 会

安 宅 産 業

大 阪 商 船・三 井 船 舶

日  本 石  油 化 学

ァ        ジ        ア

山 下 新 日 本

ゼ  ネ  ラ  ル  物  産

昭            石

三 菱 鉱 業

住 友 石 炭

三 井 鉱 111

双 栄 運 輸

中 田 回 漕 店

島   田   運    輸

泉 海 陸 作 業

伊 久 美 産 業

三 井 埠 頭

魚             貫

鉄             原

松 島 炭 鉱

日 石 瓦 斯

明 治 生 命 保 険 相 互 会 社

河 崎 ラ ケ ッ トエ 業 株 式 会 社

ト ヨ タ 自動 車 工 業 株 式 会 社

株 式 会 社 米 山 製 作 所

三 菱 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

東 洋 ゴ ム エ 業 株 式 会 社

高 松 珍 平 電 鉄 株 式 会 社

帝 国 石 油 株 式 会 社

東 京 瓦 斯 株 式 会 社

明 和 産 業 株 式 会 社
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大 日本 除 虫菊株式会社東京支店

ラ イ オ ン 歯 磨 株 式 会 社

石 川 印 刷 株 式 会 社

ジョンソンアン ドジョンソン株式会社

ホ ル コン昭 和 化 学 株 式 会 社

東  洋  社  印  刷  所
千 葉 コ ル クエ 業 株 式 会 社

株 式 会 社 諸 江 製 作 所

墨 田 産 業 株 式 会 社

紙  器  大  久  保
金 |‖ 紙 器 製 作 所

広 研 印 刷 式 会 社

大 洋 航 空 サ ー ビス 株 式 会 社

北 陸 互 斯 株

敷 島 線 香 株

株 式 会 社

株式 会 社蔵前 ビニ

大  沢  製

光 亜 紙 器

平 昭 ラ ケ ッ ト 製 作 所

株式会社オ リオンラケット製作所

富 士 運 動 用 品 株 式 会 社

株 式 会 社 石 井 等 商 店

美    須    津

コ    ル    ク    メL    勝

株 式 会 社 は た の 工 芸 社

株 式 会 社 パ ド ミン トントヨダ

大 阪 合 繊 株 式 会 社

都  筑  運 動 具 店
日 本 カ ー ル ト ン株 式 会 社

古 屋 ス ポ ー ツ 商 会

日 本 ダ ン ロ ップ株 式 会 社

丸  和  製  作  所
京 阪 電 鉄 株 式 会 社
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長

山

田

祝

日 本
゛
ヽ
．ノ ド ミ ン ト ン 協 会

創 設 二 十 周 年

昭和41年度全日本総合バ ドミン トン選手権大会

直   正

蔵 孝 壽
由
＾

義

　

彦

わ
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TOKY0

東 京 瓦 斯 株 式 会 社

取 締 役 社 長 弘田

西

本

安
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」陶F―タア/`チット あらゆるスポーツに/
日 本 バ レー ボ ー ル 協 会 公 認

日 本 軟 球 庭 球 連 盟 公 認

日 本 バ ドミ ン トン協 会 公 認

株式会社
●口 ●●  ●■■口■  _

コ ィ■rィ

大阪市 南 区 V野 町 2(762)1525

東京都墨田区Ч橋 1-1(623)7155

TV・ CF・ 劇場 CM・ 企業 PR映画企画制作

株式会社/光映
東京都千代田区麹町3-2/第3麹町ビル /(262)0254・ 6890

制作

代表取締役//本 ,争 l陽 久

企画

旅 館 朝 明 館

各種宴会,祝賀会,納会等にご利用下さい。

TEL東 京 (811)7205～ 7

東京都文京区本郷 4丁 目4-8
(地下鉄・都電・パス本郷三丁目下車二分)
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日本バ ドミントン協会

20年 の 歩 み
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=一=―協 会 20年 史

1%6年
47

.18

49

5()

51

く国 内 の 発 展≫

日本パ ドミントン協会設立さる

初代会長に自山源二郎氏推薦

北海道,東京,神奈川,大阪,山梨,岐阜の 6都道府県が加盟
第 2代会長に山田文雄氏推薦
青森,宮城,山形,長野,石川,富山,愛知,岡山,福岡,広島の10県が加盟
日本体育協会に加盟

第 1回全日本選手権大会はじまる
国民体育大会 (第 4回)に初参加            シヤ トル検定開始
岩手,群馬,新潟,静岡,二重,滋賀,島根,長崎の 8県が加盟
国民体育大会 (第 5回)で天皇杯,皇后杯の得点種目として認められる。
全日本学生大会はじまる

全日本高校大会はじまる (のちに全国高校大会がついで,全国高校総合体育大会パ ド
ミントン選手権大会と改称)

秋田,福島,福井,京都,奈良,香川,高知の 7県が加盟
全日本大学大会はじまる

全国高等学校体育連盟パ ドミントン専門部が加盟
全日本学生連盟が加盟 埼玉,和歌山,兵庫の 3県が加盟
全日本実業団大会はじまる

国民体育大会に女子高校の種別加わる

栃木県が加盟

愛媛県が加盟            機関誌N.B.A創刊さる
熊本県が加盟

徳島県が加盟

全国高校大会に個人戦の部設けられる

第 3代会長に本田弘敏氏推薦  常務理事制度にかわ り委員長合議制をとる
今 日本社会人大会はじまる  表彰規定制定さる
鹿児度県が加盟

国民体育大会 (第14回 )に教員男子の種別加わる  ラケット推薦制度設けらる
全日本総合選手権大会はじまる

全国指導者研修会はじまる                会員登録規定設けらる
大会運営規定大幅に改正さる             ランキング規定制定さる
茨城県が加盟                      ネット検定はじまる
日本実業連盟が加盟
日本教職員連盟 (JEJ)が 加盟
全日本教員大会はじまる  全国体育指導者研修会はじまる
日本教職員連盟機関誌バ ドミントン体育創刊さる
日本協会規約大幅に改正され現行規約できる
今日本実業団大会に個人戦の部設けられる

指導委員会監修にて技術指導テキスト「ビギニング,パ ドミントン」発刊さる
審判員心得公布きる

審判用語大幅改訂

公認審判員手帳発行さる

全国高校が大会全国高校総合体育大会パ ドミントン選手権大会と改称
全日本学生と全日本大学が統合され全日本学生大会となる
全国大会使用球全面的に水鳥となる
競技規則全面的に改訂さる
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年５１

２

５３

（
Ｖ

協 会 20年 史 ===―

≪世 界 ハヽ の 躍 進≫

国際パ ドミントン連盟 (I.B.F)に加盟を申込む
I.B.F総 会を経て正式に加盟国となる

第 3回 トマ
^杯
争奪世界男子パ ドミントン選手権大会,ア ジア～ゾーン予選会に出場。

2回戦,香港と対戦し敗れる
オン・ ポー・ リン・ オイ・テイク・ ホーク氏等 (マ ラヤ)来日し,親善試合を行なう
シ・ キム・ ピアオ,ア ドリアノ・ トレス氏等 (フ ィリピン)来 日し, 日比親善国際大会

行なう                               ●」襲■

第 4回 トマス杯争奪世界男子パ ドミントン選手権大会アジア・ プーン予選会に出場

1回戦セイロンに完勝. 2回戦は棄権      ¶重            電
=

第 3回 アジア競技大会,東京に開かる 日本男子チーム,タ イ,台湾に勝ち優勝す
マラヤ・ チーム招聘,国際親善試合を行なう
テー oキ ュー・サン, リム・セイ・ ′ヽップ両氏 (マ ラヤ), チャロン・ ヮタナシン (′

イ)氏来日
第 1回韓国遠征。完勝す

小宮好雄選手,全英選手権大会 (ウ エンブレー)に出場

第 4回アジア競技大会 (ジ ャカルタ)男・女チーム参加す
日印親善女子競技大会,東京にて開かる
第 2回韓国遠征,全勝す
全インドネシア対全日本親善女子競技会開催

ウオン・ベン・ パーン (マ ラヤ,プ ロローチ)来 日

第 6回 トマス杯争奪世界男子バ ドミンミン選手権大会,東京に開かる

日本,ア メリカ・ ゾーン予選会に優勝し,イ ンタープーン進出なる

第 6回世界招待男子個人選手権大会,東京に開かる

第 1回マンーシア・ オープン選手権大会に小宮好雄.板垣善憲両選手参加す

全英選手権大会およびグラスゴー招待大会に宮永武司,堺栄一両選手参加す

A・ A会議10周年記念競技会 (イ ンドネシアにて開催)に参加す

高倉常務理事, IBF理事に選出さる
韓国女子チーム来日,山形,秋田,栃木,東京に転戦

富山商業高校,韓国に遠征,全勝す
インドネシア女子チーム招待国際親善競技大会,新潟,東京,神奈川に開かる

第 4回ューバー杯争奪世界女子パ ドミントン選手権大会に初優勝

ァジア・ プーンで優勝し,イ ンター・ プーン進出

インター・ プーンに優勝,チ ャレンジラウンドにもアメリカを降し,初の世界制覇な

る

秋山真男選手,全英選手権に準優勝す
韓国男子チーム来日,熊本,香川,富山,神奈川に転戦

第 2回国際学生大会参加 (於マレーシア),団体,個人単・複に優勝す

第 7回 トマス杯争奪世界男子パ ドミントン選手権大会ォー^ト
ラレイシアン・ ノーン予

選会に出場

ォー
^ト
ラレインアン・ アーンに優勝,イ ンタープーン進出なる

日本協会設立
"周
年記念全日本総合選手権大会にインドネシア

●マンーシアより4名招

待す

秋田敬愛高校,韓国遠征の予定
第 5回アジア競技大会 (バ ンコック)に男・女子チーム参加の予定
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第二次世界大戦終了後,横浜

東京を中心とする関東と大阪 。

神戸を中心とする関西とで戦前

よりの愛好者が練習を開始した

ことにより,再び,パ ドミント

ン熱が活気を帯びてきた。北海

道における佐藤・奈良岡氏,東

京における仲地 。今村・森友・

宮沢氏,横浜における広田・兵

藤・六角氏,大阪における石渡

山本・八幡・り|1崎・川 口氏 な              終崚当時の練習風景 (広‖氏提供)
ど,いずれもその地域の先駆的指導者である。昭和21年 (1%6年)に入 り,11月 に第 1回国民体育大会が京
都府を中心として開催されるにあたり,関東側による 日`本パ ドミン トン協会設立案″が示され,関東側の
代表と関西側代表とが大阪YMCAに 会し検討した結果,関西側の賛成を得,11月 7日 に京浜地区の代表と
打合わせ.初代理事長に広田兼敏氏を推したが,在浜なることを理由に辞退,代って在京の宮沢宏之氏に理
事長を依頼し, 日本バ ドミントン協会の設立をみるに至った。しかし,当時の協会は,地方支部制や負担金
制なども未決定のままで,全 くの過渡的段階であり,協会規約も非常に簡単なものであった。
昭和22年 (1947年)には,北海道・東京・神奈川・ 山梨・岐阜 。大阪に ドミバントン協会が設立され,続
いて翌年には,青森・宮城・山形・長野・石川・富山・愛知 。岡山・広島・ 福岡に協会が設立された。この
頃の用具は,ラ ケット・ シヤトルとも戦前使用していたものを保存していたものばかりで あったが,スチ
ール製シシヤフトのラケットも舶来品ではあるが現われはじめてきた。各地での練習もシヤ トルの不足に悩

み,戦前のナル ト・ スポーッ商会に対して,国産シヤ トルの生産を要請した状態であった。ただ,米軍キャ
ンプでも益んにバ ドミントンが行なわれていたので,時には融通をうけることもあった。とにか く「パ ドミ
ントンのラケットを持って歩くと,シ ャモジかマンドリンを持っていると笑われた」 (石川県)時代であっ
たのである。

充分な用具の普及がみられないにも拘らず,昭和23年 5月 に第 1回全日本選手権大会が東京都において開
かれ。この際,参加選手による最初の日本バ ドミントン協会総会がもたれて,協会規約の制定など重要な事
項が決議された。12月 に入 り,かねて懸案の日本体育協会への加入について,他の

^ポ
ーッ協会・団体や地

方支部との密接な連絡を図り加盟できるよう努力していたが,昭和23年 12月 22日     ,正 式に日本体
育協会への加盟が認められた。同時に,翌24年 (1949年),第 4回国民体育大会 (於東京)で の種目となっ
た。このことは,急激にパ ドミントンを普及させるのに役立ち,各県では相次いで協会を設立し, 日本協会
へ加盟するようになった。日本協会の地盤が序々に固まり始めたのである。全国で最後に加盟したのは,昭
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和36年の茨城県協会である。

昭和25年には,全国連盟として最初の今日本実業団バ ドミントン連盟が生まれた。大学でのタラプの創立

に戦前に慶応大学にメ ドミントンクラブが誕生し,戦後,明治大学・ 立教大学にバ ドミントン部が生まれ ,

やがて,関東学生パ ドミントン連盟が出き,昭和26年に全国的な組織をもった全日本学生連盟が設立された

のである。次いで全国高等学校体育連盟パ ドミントン専門部が加盟し,昭和
"年
に 日本教職員連盟が加盟し

た.

対外的には,昭莉

なっている。

現在の日本バ ドミ

の全国連盟があり,

国際連盟 (IBF)に 加盟し,今 日まで数多くの国際試合を行

ントノ協会の傘下には,46都道府県協会・ 沖縄協会の他,実業団・教職員 。学生 。高校

協会旗はこれを縦・横の線の数で象徴している。

ユーバー・力 ′プを獲得した日本女子チーム
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あ い さ つ

日本バ ト
・ミントン協会

初代会長

白 ‖|

日本バドミントン協会設ヤ20周 年記念おめでとうございます。時の流れは早いもので,創ウ当初の協

会にくらべ,今 日の協会の発展ぶりには日をみはるものがあります。今から2年前の東京オリンピック

開催の年 (1964年)に, トマス杯争奪世界男子パドミントン選手権大会を招致し.世界の強豪を迎えて

の一人事業を成し遂げ.また,本年は女子がユーバー杯戦に初参加初優勝という偉業を達成.男子もイ

ンタープーンに進出するという成績は,私の会長在任当時から見ればこんなに早く実現するとは夢にも

思っていませんでした。           
「

・

一口に20年 と申しますが,今から
"年
前は終戦直後でもあり,物資の何もない時代で,パ ドミントン

の用具などは全くの頑具であったと思います。私の会長は名前ばかりのもので,パ ドミントン競技の詳

細については殆んど知らなかったため,競技の普及・発展のことは協会の役員諸氏に任せ,私はもっば

らその人々の融和を図ることに意を用いました。

当時の協会は,現在のにくらべ.各県単位の加盟で成り立っていたのではなく,地区に協会がなくて

も有志によるクラブであれば,加盟を認めるといったような単純なものでした。私の在任中は,細々と

した発展しか示さず,他の競技団体のような充実さはみられませんでしたが,理事各位の自党はそれに

劣らないものがあって,私としても微力ではありましたが精一杯協会の発展に寄与させていただいた次

第です。反面,東京・神奈川の役員には大変迷惑をかけてしまったことを,今さらながら申し訳なく思

っています。

会長就任後わずか一年有余で,私自身の個人的都合で辞めさせていただきましたが,初代の会長の責

任を充分に果たせなかったことも合わせて,パ ドミントン界の発展をよそながら見守らせていただき,

予想以上の進展ぶりに嬉しく思い,また,満足しておりました。女子は世界の王座につき,今後は追わ

れる身になりました。この栄誉を守り抜くのは非常に難しいと思いますが,ますます精進してその防衛

に務めていただきたい。男子は,できるだけ早く, トマス●カップを獲得されるよう期待しています。

在任中の力不足を今さらながら痛感し,今後の協会の発展を祈念するとともに,影ながらパドミント

ン界の発展を合わせて見守っていきたいと思います。

山

バ
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「1本協会が設立されて以来.常に進歩の道を辿ってきた日本
´` ドミントン界は.国内的にはいうに及ばす.国際的にも近年

稀にみる飛躍を遂げ■した

私はパスケット・パレーボール・フェンシング等と相々のス

ポーンを手掛けて参 りましたが,′くドミントンを志したのは ,

′
it lLか つスマー トさを具備しているスポーツがもっとあっても

良いのではないかという主旨からのものです。そのパ ドヾン ト

ンが山田文雄氏.角田賢三氏.本田弘敏氏.森友徳兵衛氏等の

歴代会長.理事長並びにその他の関係者諸氏の手腕ある活躍と

献身的な務力によって現在までの発展となった訳です。その発

展を象徴する様に.今年に入っての男女の目覚しい活躍であり

ます。すなわちユーパー杯戦に初出場しての優勝,全英選手権

男子単準優勝,国際学生選手権での完全優勝,そ して トマス杯

戦インタープーン進出等々です。′くドミントンがその勇姿を世

界の舞台に現わした今日,20周年を迎えたことは非常な慶びに

絶えない次第であります。

これを機会に日本協会の尚一層の発展を志し,努力・精進し

て参る所存で御座います。関係者諸氏および一般の方々のより

一層の御理解と共に御支援を賜ることを強 く懇望する次第であ

',ま
す。

この20年間バ ドミントンは飛躍的な進歩を遂げました。私が

パ ドミントンの普及を志したのは敗戦で希望を失い,ただその

日の食を求めて人々の群れがいぅとはなく閣市場に流れ,連 日

殺気立った賑やかさを呈していた時のことである。人々の心の

中に明朗さを復活させるべく率先して行動をおこし, ささやか

ながら10年来の経験を生かそうと決意し,有志をつのり始めた

訳です。

昭和21年, 日本パ ドミントン協会が設立されてから,全国に

普及させるべく20数県に亘って講習会を開き,指導して歩いた

訳ですが,愛知県名古屋市で講習会が開かれた際.痛烈な印象

を受けたことがあります。それは町の中をラケットを持って歩

いている時,市民が質問してぃゎ く「とんぼ採 りですか,魚釣

りですか,随分
^マ
ートな道具ですね」と。町の中をラケット

日本バ ドミン トン協会    を持って歩くことがなにか恥しい気がした。今でも当時のこと

初代理事長       を忘れることができない思い出でのひとつです。それだけ一般

桂r 。ぃ  」‐2 →  大衆に,パ ドミントンは理解されていなかった訳です。それが
い  ν  ` ′~ へ~ 

現在では,全英選手権大会での男子の活躍,女子のユーバー杯

争奪戦での初出場,初優勝をもたらすとヽヽう大挙を成し遂げた

ことは,偏に関係者一同の並々ならぬ努力の賜と考える次第であります。願わくは, トマス杯をも日本

にもならすことを切望するものであります。私の観るところ,外国では比較的上流社会による社交的要

素をもって行なわれているのに対し, 日本では
｀
追羽根つき

″
的要素があり, 日本人に適しているもの

が包含されている。またある程度中学生時代からの底辺の力があって外国と比較し,忘まれている組織

力もあるから,こ れを更に強化し,或いは指導者の養成を強化しつつ選手層の重厚を図って選手を育成

していくならば,必ずや トマス杯を獲得できるでありましょう。最後に, 日本協会のよリー層の御活躍

と発展を祈ると共に, 日本パ ドミントン界の絶大なる飛躍を期待致します。
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日本パ ドミントン協会

副 会 長
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協 会 の

山田文雄会長時代 (1948年 -1956年 )

山田文雄第 2代会長

初代会長白山源三郎氏に続き第 2代会長として時の東京都副

知事山田文雄氏を迎えたことは,わが協会今日の発展の礎を築

く適切な布石となった。

山田会長は,宮沢初代理事長の後を承けた角田賢三氏 (日 本

電信電話公社勤務)と ともに,

1.日 本体育協会に加盟 (1948年 )

2.国 民体育大会種日に加入 (1%9年 )

本田会長時代 (1957年 一―)

現会長本 IH弘敏氏 (東京瓦斯KK社長)の会長就任とともに,わが協会はその躍進時代に入った。 II
本のパ ドミントンは名実ともに世界のパ ドミントンとなり,今 日の繁栄が招来されるのである。

本田会長は.先ず.伊沢二郎理事長 (1957年 -1960年 )と ともに,協会の財務を立て直し,総会をし

て全国の総力を結集する建設的な会議へと脱        ― リッジウェイ将軍夫姜を招いて一

皮せしめた ,

伊沢三郎氏 (関東学院高校勤務)の理事長

就任により,特に全国高等学校体育連盟との

緊密な連繋がうち立てられたことは特筆さる

べきである。

1961年就任の理事長森友徳兵衛氏 (森友商

店社長)は本田会長の指導とパックアップの

下に,協会の内外にわたり四面八びの活動を

続け ,

1.財政の強化

2.地 方人材の常務理事会への導入

3.指導・審判各委員会の充実
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3.国際パ ドミントン連盟に加盟 (1952年 )
を実現した。同時に協会規約を整備しつつ遂次機構を整え.総会と全国理事会を定期化した。

また山田会長のジェントルマンライクな人柄は自然程にパ ドミントン競技の在り方に反映し,角 田理

事長の事務的な手腕によってこれが具体化され,各全国大会運営の典拠が樹立された。一方,理事会内

の専門委員会の齋正な体系づ くりにも成功し,後の黄金時代招来の素地は充分にととのったのである。
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― 卜杯を中心にして一

本田会長(左 )と 広田副会長(右 )

広田副会長の功績

現副会長広田兼敏氏 (日 本YMCA名 誉主事)はわが協会創立の当初より今日に至るまで終始協会と

苦楽を共にし,絶えず適切な助言と示唆によりわが協会生成発展の
“

年の歴史に貢献した第 1人者とい

っても決して過言ではなかろう。

氏は自ら身につけた卓抜なパ ドミントン技術を惜しみなく誰にでも与え,後進地域の開発に,協会の

運営に,競技規則の制定に,審判技術の普及向上に,余すところなく献身したはか,長男敏秀氏 (慶大

卒・ トヨ′自動車東京営業所勤務)を直接コーチして日本の選手権者に育て上げ,パ ドミントン競技の

近代技術への手がか りをわれわれに明示したことはいまたにわれわれの記憶
に新らしいところである。

(学生選手権大会にて )

リッジウエイ将軍 同夫人 広田氏
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4.競技規則の全面改訳

5.ト ッププレーヤーの育成強化

6.卜 杯戦の東京開催

7.ユ杯の獲得

8.業 者の指導,特にシャトルの向上と

水鳥球への切り換え

その他に比類なき才腕を発揮し,協会今日の

隆昌を齋らした。
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田

田

田

月

藤

藤

井

石

井

宮

垣

垣

永

条

島

山

広

広

広

望

佐

佐

永

片

永

小

板

板

宮

束

小

秋

学

学

学

学

学

学

大

大

大

大

大

大

姜
弓
　
・　
　
¨^
「
・

子
子
子
僻
育
僣

女

女

女

子

体

子

木
都
本
縁
木
隷

熊

京

熊

日

日

日

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

学

大

大

　

　

　

　

　

　

　

大

塾

塾

大

大

大

大

大

大

大

塾

大

大

大

大

大

義

義

教

教

教

教

教

教

教

義

教

政

教

政

央

応

応

　

　

　

　

　

　

　

応

慶

慶

立

立

立

立

立

立

立

慶

立

法

立

法

中

浜

京

戸

台

都

幌

京

松

米

京

阪

屋

台

阪

京

都

京

留
　
　
　
古

横

東

神

仙

京

札

東

高

久

東

大

名

仙

大

東

京

束

京 都 女 子 大 学

郡山女子短期 大学

日本女子体育大学

京 都 女 子 大 学

京 都 女 子 大 学

日本女子体育大学

熊 木 女 子 大 学

年度

25

%

27

28

29

30

31

32

33

3′1

35

36

37

38

39

40

41

年度

女~「

(ダ ブルスの部)
開 催 地

子

子

子

ろ

時
・
新

子

子

好

治

明

経

ひ

千

千

国

文

紀

瀬

村

田

切

木

野

村

山

崎

山

木

野

崎

賀

早

北

吉

押

鈴

草

沢

秋

山

青

高

天

宮

虫

中

山

田

部

藤

橋

浦

島

島

口

田

木

橋

田

松

滝

阿

斎

大

三

日

田

諸

諸

高

高

硲

秀

秀

明

茂

啓

啓

一
房

雄

雄

雄

春

力

光

二

司

敏

敏

道

　

　

　

栄

隆

好

好

好

幸

　

富

健

武

田

田

　

崎

川

川

井

垣

宮

宮

宮

木

日

村

木

沢

広

広

岡

山

越

越

永

板

小

小

小

鈴

沢

中

鈴

安

宏

宏

秀

朗

明

裕

雄

敏

房

房

房

雄

一
隆

務

一

淳

淳

敏

芳

道

　

文

兼

隆

隆

隆

好

晃

　

　

紘

宮

宮

田

藤

　

田

月

石

垣

垣

垣

宮

　

村

田

竹

小

小

広

佐

岡

石

望

片

板

板

板

小

森

伊

本

大

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３‐

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４．

市

都

市

市

市

市

都

市

市

都

市

市

市

市

都

市

都

米

　

　

屋

浜

京

戸

台

都

幌

京

松

　

京

阪

・

台

阪

京

都

京

留

　

　

吉

横

東

神

仙

京

札

東

高

久

東

大

名

仙

大

東

京

東

弘 美・

昌 子・

三知江・

としこ・

千代子・

艶 子・

節・

外茂子・

外茂子・

みや子・

みや子・

紀 子・

とも子・

恵美子・

子

子

江

子

子

博

紀

博

和

雅

- 47 -



全国高等学校バ トミン トン選手権大会

学校名 (男子)    学校名 (女 ■)
年度   開 111 地          (|.月 体戦の部)

1.*
(.-/ / //v^o)f,\)

子

公 子
キヌエ

外茂子

善久子

子

子

枝

子

子

ミ

枝

江

，ヽ

文

文

政

淳

と

′

光

博

辺

井

島

崎

木

井

野

塚

橋

木

藤

木

渡

横

田

山

蔵

横

望

高

高

佐

近

湯

一
房

雄

憲

三

二

男

征

男

夫

一

次

栄

隆

好

善

恵

恵

真

一

光

芳

昌

順

井

垣

宮

垣

崎

崎

山

野

田

　

駆

間

水

板

小

板

岡

岡

秋

西

裏

森

栂

本

校

校

高

高

東

南

幌

幌

札

札

札 幌 南 高 校

尚紳 女 学 院 高 校

校

校高

高

子に

出
　
，
．
陽

坂

山

校

校

校

校

校

校

　

　

男

高

高

高

高

高

商

院

商

商

商

潟

学

潟

山

山

浜

幌

寺

形

沢

戸

台

江

潟

津

米

前

岡

岡

都

木

前

通

　

　

　

　

　

　

　

留

横

札

善

山

金

神

仙

松

新

会

久

弘

高

鶴

京

熊

弘

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３．

３２

３３

３４

３５

３６

３７

“

３９

４０

４１

関 東 学 院 高 高

関 東 学 院 高 校

金 沢 二 水 高 校

北 海 高 校

金 沢 二 水 高 校

聖 学 院 高 校

松 江 商 高 校

山 形 立 商 高 校

IL形 南 高 校
山 形 市 立 商 高 校

山 形 市 立 商 高 校

善 通 ■第 一 高 校

善 通 キ第 一 高 校

善 通 寺第 一 高 校

善 通 寺 第 一 高 校

善 通 寺 第 一 高 校

敬 愛 学 園 高 校

真 岡 女 子 高 校

新潟女子工芸高校

敬 愛 学 園 高 校

真 岡 女 子 高 校

敬 愛 学 園 高 校城 工 業 高

新

聖

新

昌

富

宮

女 」
・

<, / /v 
^o)g(,)

年度 開 脅|: 地

子

子

子

子

子

子

子

枝

子

子

子

子

久

み

智

美

節

桂

久

紀

と

美

恵

百

妙

恵

泰

併

田

上

下

崎

木

井

辺

政

崎

本

川

下

権

井

山

山

有

酒

渡

重

石

石

細

日

子

工

子

子

子

子

ヌ

茂
　
　
　
　
智

文

キ

外

節

文

美

野

井

島

　

本

　

原

塚

藤

内

本

間

・

　

　

　

　

笠

友

横

田

川

蔵

橋

小

高

加

竹

山

本

一　
満

順栄

嘉

井

野

■
小
　
＋
ロ

弘

男

義

勇

森

村

金

北

憲

司

墨
］

垣

井

板

永

孝

之

宣

田

前

橋

池

■

高

則
　
一　
次

弘

昌

順

林

尾

間

野

高

栂

本

一 ′∫ヽ11FII,」戸

台

江

潟

津

米

前

岡

岡

都

本

前

留

神

仙

松

新

会

久

弘

高

鶴

京

熊

弘

∞

３１

３２

３３

３４

３５

％

８７

３８

３９

“

４１

保・稲 水

小 宮 好 雄・落 合 源一郎

星 野 義 夫・襲 |‖ 光 り」

子

子

操

子

江

子美

詔

淳
　
　
泰

真

恵

-18-



全日本社会人′ヽ トミン トン選手権大会

一 般 男 子     一 般 女 子

年度   開 催 地          (シ ングルスの部)

女     子
(ダ ブルスの部)

子

子

久

久

下

下

山

山キ スエ

井

井

横

酒

森

江

江

子

博

博

妙

野

野

脇

天

天

才

子

子

枝

紀

紀

光

木

木

藤

高

高

近

高 It洋 子・中 ,■ 玲 r
文  子水 和 子
美智子

久 子リト 文 子

34毛 利 清 志 伊 藤 基 記 小 梶 繁 雄 毛 利・山 上 小 島・中 北 松 田・宮 地

35毛 利 清 志 伊 藤 1基 記 宮 地 次 吉 毛 利・山 上 降 井・菊 池 松 田。宮 地
36 毛 利 清 志  伊 藤 基 記  佐 藤 喜代司 毛 利・山 上  降 井・菊 池  東  ・兵 藤

38毛 利 清 志 伊 藤 基 記 降 井 欽 一 本 郷 。松 崎 鶴 田・三 沢 東  ・降 井

33毛 利 清 志 伊 藤 基 記      毛 利・山 上 東 条・真 鍋

39毛 利 清 志 伊 藤 基 記 今 井  先 毛 利・山 上 伊 藤・山 上

キ ヌエ・

男 子 40 男 子 50

井

井

横

横

エ

エ

子

子

子

子

子

子

枝

ヌ

ヌ

　

一智

キ

キ

洋

美

文

満

紀

紀

光

井

井

島

　

井

山

木

木

藤

横

横

高

橘

横

横

高

高

近

朗

朗

博

一
雄

雄

司

司

男

芳

芳

　

栄

好

好

武

武

真

藤

藤

日

井

宮

宮

永

永

山

佐

佐

杉

永

小

小

宮

宮

秋

市

寺

屋

市

市

市

市

市

市

幌

通

苦

敷

本

関

宮

生

崎

札

善

名

倉

熊

下

大

武

長

男 子 30年度  男 子 30   男 子 40   男 子 50

梶

梶

小

小

社

社

上

上

山

山

田

藤

権

伊

橋

上

松

山

木

利

鈴

毛

先

記基

井

藤

今

伊

一　
雄

正

忠

田権

畑

志

治

清

啓

利

藤

毛

遠

混子

(ダ ブルスの部)

男年度

仁紀雄田

田

生

杉

三

朗

養

芳

田

藤

山

佐

憲
　
一

善

栄

垣板

堺

雄

司

好

武

宮

永

小

宮

一　
男

栄

真山

堺

秋

司

三

武

恵

永

崎

宮

岡

"′

Ｈ
中

雄
　
一

幸

栄

野

井

大

永

男

敏

久亥

兼

木

石

荒

片

':1野
忠 雄・富 |||

とみ子

とみ子

木

木

有

有

男

男

忠

忠

野

野

星

星

子

子

順

順

田

ｍ

粂

粂

憲

憲

善

善

垣

垣

板

板

―

“

一



チ ム 名 (女 子)チ ム 名 (り; 子 )

全 日本実業団′ヽ トミン トン選手権大会

年度

(|■体戦の部)

開 催 地

年度

(シ ングルスの部)

開 催 地 一 般 男 子

ト ヨ ′ 自 動 車 工 業

仙 台 郵 便 局

il 本  コ ロ ン ピ ア

岡  :|:  市   役  所
森 岡 経 理 事 務 所

高 岡 市 役 所

高 岡 市 役 所

帝 国 石 油

金 森 藤 平 商 店

帝 国 石 油

琴 平 電 鉄

業

場

工

工

車

車

動

動

自

自

′

　

タ

ヨ

　

ヨ

場

場

工
　
工

木

木

伏

伏

紙

紙

製

製

条

条

船

場

造

工

見

木

鶴

伏

管

紙

鋼

製

木

条

口

十

森 岡 経 理 ・I務 1「

場

場

工

工

木

木

伏

伏

紙

紙

製

製

条

条

十

十

場

場

エ
　
エ

木

木

伏

伏

紙

紙

製

製

条

条

卜
，　
・ｒ

京

業工一■

東
　
ェ動自

電

′

電

ト

鉄

鉄

電

電

平

平

琴

琴

業

業

工
　
工

車

車

動

動

自

白

′

　

タ

ヨ
　
　
ヨ

1条 製 紙 伏 木 工 場

十 条 製 紙 伏 木 工 場

十 条 製 紙 伏 木 工 場

ヨ タ 自 動 中 工 業

京

浜

崎

屋

岡

松

阜

幌

寺

屋

敷

本

条

山

州

阪

古

　

　

　

　

通

古

　

　

　

　

九

東

横

長

名

高

高

岐

札

善

名

倉

熊

三

松

北

大

清

英

英

英

りj一 般 女 子 り〕 31)

女

一　
一
一
二

〓

馬

沢

沢

沢

相

一二

一二

三

治
　
一　
守

治

広

俊
　
　
啓

見

田
　
　
藤

高

前

粟

遠

子

子

子

子

文

文

文

文

井

井

井

井

桟

横

横

横

雄

雄

憲

憲

好

好

善

善

宮

宮

垣

垣

小

小

板

板

条

山

州

阪

三

松

北

大

38

39

40

11

■子

(ダ ブルスの部)

開 催 地年度

・
子

子

子

子

久

久

森

森

子

子

文

文

井

井

横

横

憲

雄

善

好

垣

垣

板

板

雄

雄

好

好

宮

宮

憲

司

善

武

垣

沢

板

安

雄

憲

好

善

宮

垣

三

松

北

大

条

山

州

阪

′」ヽ

′]ヽ

」ヽ

板

38

89

11)

41

年度    開 催 地

久

奉橋

森

高

子

子

文

満

井

山

横

横

10子男男   子   30

郎

郎

三一暑
　
八

作

藤

矢

安

一　
也

清

動

場

智

相

越

次

康

経

正

沢

井

谷

福

郎

幸

司
　
一

川

崎

荒

河

三

松

北

大

舶

３９

４０

４１

本

津

坂

深

二

徳

英

智

沢

城

三

山

昇

二宏

田

淵

士
口
　
唸】吟

也

平

達

俊

田

村

山

武

-50-



ク子

好

善

好

女 子 単  男 子 複 女 子 複

吉  田  広 田・藤 リト 吉 口・遠 藤

、|||催 地

条  市
IL 市
州 市
阪  市

IH

子

子

文

信

本蔵

林

雄

雄

子

美

順

明

口

野

粂

上

憲

雄

38

31)

10

11

替

北

大

りL

′]ヽ

ガヽ

板

′∫ヽ

宮

γ:

hi

ri

ォ ー プ ン

国民体育大会′ヽ トミン トン選手権

年度  開 催 地  男 子 単

2.1   東 京 都   広  出
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全 日本教職員バ ドミン トン選手権大会
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年度    開催地
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会 員 登 録 数
(昭 和40年 3月 31日 現在)

1て

87

31
413
135
171
79

2()()

90
8
39
34

90
12
36
10
47

37
61
13

38
229

51
89
57
()

7

(,

14

65
39
67
95

38  イト 39 年 40  イ|:    38  年 39 年

計

4() イ|: 38 年 39年 40  イ|:
イ,道け|!1名

,こ

８

６

４

３

３

４

２

３

５

９

３

４

１

７５

１５

２７

６

１８

４

道
森
田
手
城

形
島
玉
城
馬

木
葉
梨
京
川

潟
野
山
川
井

岡
知
阜
都
重

庫
阪
良
山
賀

山
取
島
根
口

川
媛
知
島
岡

崎
本
分
賀
崎

島
縄

１１

一

:秋

北
青
秋
岩
宮

山
福
埼
茨
群

栃
千
山
東
神

新
長
富
石
福

静
愛
技
京
三

兵
大
奈
和
滋

岡
鳥
広
島
山

香
愛
高
徳
福

長
熊
大
佐
宮

鹿
沖

1()0

38
57
9
26

75
29
36
58
164

19
17

434
84
20 .

186
231
120
26
313

86
204
29
46
25

48
27
149
132
190

75
22
222
6
13

37
26
20
15
193

21
98
33
0

11

′1

24

110
87
28
31
22

59
54
57
41
126

30
ロ
10
67()

110 1

275
140 1

169 .

75
100 1

151
441
81
192
86

176
158
36
38
45

105
9

28
7

36

35
31
25
47
300

87
133
94
18
7

9

14

80 1

51 1

206
20
20 1

287
100
24
52
158

144
30
102
444 1
17 1

316 1
391 1

148
16 .

301 1

31
502
336
30
43

104
256
175
358
67

149
57
62
35
50

105
8
60
9
83

20
66
16
0
()

22
23

120
119
105
32
2()

61
111
48
32
185

158
23
21
82
443

333
33
468
417
19

210
456
220
203
17

124
33()

220
108
30

160
172
155
60
30

82
130
44
31
163

180
89
263
29
46

362
129
60
110
322

163
77
536
528
87

502
622
268
42
614

117
706
365
76
68

152
283
324
490
257

300 1

259 1

183 .

91
52

141
184
101
72
289

163
75
30
770
564

686
169
775
384
136

533
889
99
345
122

366
831
279
130
64

282

133 1

21 .

20
100 1

454 1

411
29
606
309
86

382
448
18

153
36

２０・
・８６
・４５
６５
５０
‐‐０
‐３３
８４
８５
２８３
・９３
●
２８
８３５
５９６
６‐‐
９９
６５４
４６０
・０６
２４‐
８６９
３５５
３７４
９６
３２４
４２０
２２８
・４７
６４
・５５
５．
‐０３
‐０５
７２
‐２５
・‐５
６８
５２
独
６９
‐７２
７９
０
７
２２
３０

２４
７９
８４
４１
６３

４２
３４
８０
２４
７６

４１
６４
４９
０
Ｈ

２６
４７

19()

673
243
92
19 1

177 1
41 1

83
74
40

74
78
40
26
136

21
108
26

23
12

436

108
241
120
13
7

32
26

５ｏ
ｎ
８１
７６

ｏ９
ｏ９
６５
７３

88
54
50
14

わ0

18
83
22
()

()

11

16

4,174 4,662 5,574 5,458     6.35`) 9.40
|

2 1
計 3.828

備考 ①昭和41年の登録数は一般4“% 高校6,463 計11.1“名である。
③都道府県協会のみ登録者及び中学

′

"を

含めると,約∞万ノ、もの競技人口である。

②受好者の数は,推定aЮ万人位である。
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世界選手権大会 ,東京に開催  ll召和39年 (1961)

第 (;回 トマス杯争奪世界選手権大会 (ア ズ|''‐′―ン||||IK.lt it)

日本の総べてがパ ドミントン関係者が待望の世

界選手権大会が眼のあたりに見られる機会がやっ

と到来した.しかし何よりもわが地元の日本チー

ムが出場しないのでは興味が苦しく殺がれること

になる。そこでィンタープーン出場権を獲得すべ

くアメリカプーンでの予選では是非とも勝たなけ

ればならない運命にあった。

日本のパ ドミントン界の期待を荷なって川端監

督を中心として佐藤コーチすでに国際的プレーヤ

ーとなっている小宮,宮永,板垣,永井,堺の 5

選手とヽヽう編成で, メキンコ,カ ナダ,ア メリカ

と転戦しよ〈その不利な条件を克服 して見事期待

に応え優勝を十産に無事帰国した。一方,国内で
はパ ト・ミントン界を挙げて万令を期して準備に没

頭し各国の精鋭を待った。

15と 絶対的なピンチにヤちながら冷静な試合運び

で10ポ イントを奪い逆転勝ちし続いて第 3ゲーム

も接戦の末取 った.その時間 狂喜したファンtt
コートに駆け登り胴上げを始めマナーも何も失っ

た熱狂ぶ りに 11本の観衆はただ呆然とこれを見て

いるだけであった。

始めて見る世界の強豪の美事なプレーに.観衆
はただ砕ったように観戦した。日本の選手も観衆

も非常にマナーーが立派であると来日した IBF理
事長D.L.ブルーマーが賞讃の言葉とともに ,

イン ドネシアの観衆の傍若無人.熱狂的な応揺態
度に眉をひそめていた .

戦況は 1「 11戦

日本 3(単 -1-4 複=2-2)6タ イ
マラヤ2(単 =0-5 '複 =2-2)7デ ンマー
ク

インタープーン決勝

タイ3(単 =1-4 複=2-2)6デ ンマーク
とデンマークが前回の勝者で選手権保持国イン ド

ネシアに挑戦権を得た。なお, この前に規定外で

はあるが 3位決定戦を日本とマラヤの間で行なう

こととなった。しかし,そのこととは別にこの一

戦は永くバ ドミン トン界の話題となって残るであ

ろう。

日本の選手もよく善戦しことに対タイ戦で板垣

の粘 りある冷静果敢なプレーでサンゴプを破 り勝

負を 2日 目に持ち込んだ一戦は, よく期待に応え

たものであった。惜しくも後続のダブルスが続か

ずよく, 3勝をもぎ取った, という感であった。

しかしこの大会は選手自身の収獲もさることな

(イ ンタープーン)

アメリカ地区代表は日本,ア ジア地区はタィ,
ヨーロッパ地区はデンマーク,濠亜地区はマラヤ

ときまり,選手権保持国イン ドネシアを迎えてず
らりと世界の列強が東京体育館に集まり,その開

会式は関係者一同はもちろんのこと参会した者,

皆は感 |!距深い面持であった。

チ ャレンチラウン ド

イン ドネシア 5(単 =4-1 複=1-3)4
ア ン マ ー ク

世紀の世界チャンピオンをかけてこの一戦であ

ったが,特にイン ドネシアの国民的英雄ソネビル

とデンマーク否ヨーロッパの強豪コプスの一戦は

ソネビルが 1ダームをおとし2ダームを目も7-
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トマス杯争奪戦 日本対マラヤ 〈1964.5)於東京体青館

がら幾万のパ ドミントン関係者や愛好者にとって

得るところ多大なものがあったといえよう。本年

の女子世界選手権獲得とともにまさに 2大エポッ

クメーキングなことといえよう。

翌日から台東体育館に舞台を移して世界招待試

合を行なった後幾多の思い出を残して再会を約し

つつ選手達は各自の国へ帰 り世紀の幕を閉じた。

アメリカ,カナダの女子チームが世界旅行の途

中訪日

トマス杯が終って一息ついた夏,かつての全英

選手権保持者である名手 J・ フランク・ デヴリン

を監督として役員 3名,女千選手 5名が来日,東

京YMCAに おいて,親善試合を行なった。日本

チームはその年の高校大会で 4位以上で成績を持

つ者をもって編成相場清一監督のもとに対戦した

が 5-0で 完勝した。
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ユーパーカップ大会のアジア地区予選会の決勝

戦が,昭和41年 2月 27日 17時 より,イ ン ドの´ヽイ

デラバー ド市で行なわれた。

日本チーム 7-0 タィチーム

第 4回 ユーパー杯争奪

世界女子バ ドミン トン選手権大会

天野のペアーで試合にのぞまざるをえなかった。

インドネシアに勝つには勝ったが, 5月 17日 に強

敵イギリスとォークランドで対戦した。 ｀ォール
イングラン ド、が毎年行なわれているだけるイギ

リ
^の
各プレーヤーは,特にダブル

^の
コンピネ

ーションを熟知しており, イン ドネシア戦の疲労

もきることながら, 日本のダブルスにとって最大

の苦戦となった。もとより世界の一流選手を相手

にしての試合であるので,党悟はしていたものの

全 く前途多難を思わせたグーム展開であったが ,

日本チームの結東は固く.やっとチャレンデラン

ドに漕ぎつけた。

チヤレンジラウンド (5月 21ロ ウエリントン)

金 字 塔

単1)横山 満子2(ll三
:

単2)横井 文子2(ll三
:

スモール・ チヤ
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)0

)0

) -,:- . r-
/ l:/

単 3)高木 紀子 2 11-211-2
,rrrL.4

18-13、
8-1511
15-37
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江
子
博
もと

野
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天
高

木
藤
高
後

第 3・ 4の ダブルスはタィチームが,試合を

棄権した。

日本がシングルスにおいて順調に勝った給果 ,

タイチームはダブルスを一試合でも落すと負けが

決定するし, 日本が勝てば勝利決定とあって,第
1ダブルスは両国共に激戦となった。天野・高橋

組は第 3ダームになっても,プ ラタン・ アチヤラ

組ほどの疲れもみせず,追われる立場を克服し,

遂に大望のインタープーン進出を実現した。

3月 2日 カルヵッタ市のエデンガーデンスタジ

アムに於て,イ ンドチームとの親善試合を行なっ

た結果, シングルス3-0,ダ ブルス2-0で 一

複3)香霧とば浮o(:≡l:)29■,ス
マン

複4)雇譲綿季2(1,I孔)0じ

`ウ
=ン

単 1)高木 紀子2(

単2)横山 満子 2(

単 3)横井 文子2(

複 1)雇
i醸 群
o(

El^+-a 5-2 アメ リカ

0ン ッヽシ ュマ ン

0パ リナガ

0ジ エンセン

12-9
11-7

11-3
11-7

12-11
11-3

14-18
9-15

)

)

)

)

，
一

江
子
博
もと

野
橋
天
高

複
9-15ヽ
15-91
15-7/

,:t) th'
-, ,.v kz1

方的な勝利を収めた。                ぃょぃょュ_バ _ヵ ップ保持国アメリカとの対
インタープーン                戦になったが,強豪´ヽ ッシュマンのダブルス・ シ
5月 14日 ナビアでイン ドネシア,パ ドミントン  ングルスの奮戦は危うく。 日本が破れるのではな
界での女王と云われているミナルニ,或はントノ  いかと思わせた。
クスチャ,コ リーカウイランをようするインドネ   トップシングルスの高木は試合経過 の上 か ら
ンアチームと対戦した。              も,安定性があリハーシュマンにどの程度食いさ
ミナルニ・ レトノのダブルスに日本は善戦すれ  がるかが一番注目される試合となった。一方のン`

ど歯が立たず,その上高橋の足首故障で,横山 ●  ッシュマンは世界屈指のプレーヤーで,′ ッヽシェ

ー

“
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マンに誰れかが勝たなければ,ユ ーパーカップは

とれないと云われていた。全 くこの試合が全試合

に影響したと云ってよい, さすがのハッシュマン

もノJ折れ矢尽きて対等に試合はこびをした,高木

の軍門に降った。勝つ為に監督もコーチ・選手も

全員が一生懸命戦ったことは,勿論であるが殊勲

の第 1は,高木を挙げることができる。

タイ国との試合と同様にシングル^3勝
は日本

の為に有利であったが,その反面アメリカはダブ

ルスに総力を上げて,なんとか劣勢を挽回しよう

とする意気込みは, 日本に対して一歩もひけをと

らず.一進一退の試合となった。日本選手も最後

の力をふりしばり,遂に日本に待望のユーカップ

をもたらすに至った。
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第 7回世界バ トミン トン選手権 (ト マス・

カップ)大会オース トラレイシアン・ゾー

ン予選会に優勝

(監督・ 内藤安雄氏, コーチ・村山幸雄氏,主将

・堺栄一選手外 5名 )

第 1回戦 対ニュージーランド戦 (ダ ニデイン

市)8月 26～27日

の掌中に収め,イ ンタープーンに出場権を獲得し

た。ここに東京国体の折に本多会長が覧戦に見え

られた陛下に近い内に必ず男女世界征覇をなし優

勝杯を天覧に供しますと約された言葉の実現に一

歩歩を進めたわけである。

その余勢を駆って第33回 ニュージーランドオ

ープン選手権 (ロ トルア市 (8月 30～ 9月 3日 に

単複とも上位を独占した。

第34回ペラクオープン選手権 (イ ポ市)

9月 20日 ～22日

マンーシアではさすが強豪勢いで単は秋山選手

が準決勢,宮永選手が準々で夫々ルデー・ ニオ(イ

ンドネシア),タ ン・ アイク・ 、́ンに敗れている。

複は決勝で秋山・小島組が,準決で板垣・安沢組

が夫々インドネシアのウナン,ジ ョア・ ジョン・

ボーン組に惜敗している。世界選手権の道の困難

さを物語っている。

日本・ タイ国際親善競技会 (バ ンコック市)9

月26日 では 3対 2でおしくも敗けている, 3敗は

単は,ザンゴブ,複はナロン・チャパレット組 ,
チャロン・ラピ組とヽヽ う何れもトマス杯東京大会

の折に活躍した日本にとって忘れられない選手達

に奪われた。

輝かしい足跡を残した昭和41年も残すところ催

かであるが,11月 中旬東京開催の全日本総合大会

にはインドネシアからアン・ チン・ シャン,ルデ

イ ●ニオ マンーシアからユー・チエン・ ホー,
テー・キユ・サン等の強豪を招いて行われる外 ,

月末に恒例の訪韓親善高校女子チーム(敬愛高校)

を派遣,12月 には第 5回 アジア競技大会 (バ ンコ

ク市)に選手団を派遣するなど多彩な海外躍進ヘ

の行事が予定されている。西も東も判らず五里霧

中であった20年前の日本のパ ドミントン界を考え

る時よく,こ こまで来たものかなど幾多の地味な

躍
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かくして日本チームは全試合を通して 1つも落  努力を続けてきた全国のパ ドミントン人に敬意を

さず圧倒的な強味を持って終始危気なく勝利をそ  表して筆を置 く。
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lvhat othcr gamc is as exacting as badnrinton! The shuttlecock

has uniquc peculiarities in flight. Thc small court calls for fast

,cactions. -l'he high net is reslricting. ,\ll in all, badrninton

demands a lot ofskill. Ilakc ihe

most of;t,or{rr $'ith Slazenger!

THE NAME To PLAV W,,H

日

河 崎 ラ ケ ッ

本 総 発 売 元

卜 工 業 株 式 会 社

C´

′

`

Slazenger
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Attack with Slazenger!

日 本 総 代 理 店

ジャーデイン・マセツン・アン ト・ カンパニー (ジ ャバン)リ ミテッ ト
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1966 ALL・JAPAN

BAD‖INTON

CHAMP10NSH:P

TOURNAMENT

The YONEYAMA badiTlinton rac kets and

Y.S.S. TOURNAMENT shattlecocks have

been widely used in every champion'

ship play.

孝ヤマ
YoNEYAMA MFCo CO.′ LTD.
13‐ 5,3‐ CHOME′ YuSHIMA′ BUNKYO‐ Ku′

TOKYO.

ELEPH()NES:{832)2431′ 4698T
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旅の味が変りました。′

r´ ;́′l,`言F11職
liヽ

」L
日

江戸 か ら小 田原 の宿 まで、当時 の駕籠 で

まる 2日 かか りま した。 そ して翌 日の早

朝 か ら楠根峠 を 111がか りで越 えたの で
すか ら
一
楽 しむために ちょい と箱根 ま

で
一
とい う訳 には い きませ んで した。

それ に 当時 は今ほ ど箱 11(の 山 も開 けてい

なか ったので山賊 な どが出没 し、旅 人 た

ちをふ るたあか らせ てい ま した。 左 の絵

は宿 駕籠 (し ゆ くか ご )と いい、 これ をか

つ ぐ人足 を■助 と呼 び ました。箱根 へ の

旅行 には昔 は歩 くか、高 い金で駕籠 に乗

る しか なかったのです。

ハ
7
は 〈イヽ田急のロマンスカーー〉て」央適にし

かも1‖キ間20分の111.さ で、 |」 rl勺ナ也〈村耐t〉
への楽しい旅が出来ます。どと今ではぜ

いた くさが変 つたク)です。 天丼一 面の ワ
イ ド照 明、 イ ンテ l'ア デサ インの粋 を凝

ら した車内の 、明 る さ、 スマー トさをご

らん くだ さい。 エ ァー タォル、お湯 、 i
面鏡……一流 ホテル並みの化粧室 も用意

しま した。 気持 よ く楽 しい ロマ ンスカー

の旅の秘密 もこんな ところに……。 秋の

ご旅行 には快適 なロマ ンスカー をプ ラ ン

に入れ て下 さい。

・ヽ

_ム

′ ″

¢

、

・
し ヽ

、
一

特急 ロマンスカー
お問合せ・小田急案内所 小田急百貨店内(342)0791・ 渋谷(463)6391

小 日 急

ねこ

一

よ

，

新橋 (571)1962

ヽ
ィ
ヽ

新宿←80分→箱根湯本、運賃320円

新宿←62分→小日原、運賃270円

座席指定制・冷暖房完備・特患券250円

おもとめは小田急各案内所 。日本交通公社各営業所
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